
 ４　履修方法・カリキュラム

◆履修方法

◆カリキュラム
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数学基礎特論 2 選択 1年 ○

数値解析学特論演習　※2 1 選択 1・2年 ○ 2

物理学基礎特論 2 選択 1年 ○

シミュレーション物理学演習　※2 1 選択 1・2年 ○ 2

実践英語Ａ *2 1 選択 1年 ○

実践英語Ｂ *2 1 選択 1年 ○

実践英語Ｃ *2 1 選択 2年 ○

実践英語Ｄ *2 1 選択 2年 ○

総合工学演習 1 選択 1・2年 　 ○

経営管理特論 *1 1 選択 1・2年 ○

産業経済学特論 2 選択 1・2年 ○

知的財産特論 1 選択 1・2年 ○ 1

環境・エネルギー・資源特論 1 選択 1・2年 ○

インターンシップ 1 選択 1・2年 ○

ビジネスプランニング演習 *1 1 選択 1・2年 ○ 1

技術マーケティング・顧客開発論 *1 1 選択 1・2年 ○

アイデア創出・デザイン思考演習 *1 1 選択 1・2年 ○ 集中

化学・物質工学総合演習 2 必修 1・2年 ○

化学・物質工学特別演習Ⅰ *2 2 必修 1年 ○

化学・物質工学特別演習Ⅱ *2 2 必修 2年 ○
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錯体化学特論 2 選択 1・2年 ○

電気化学特論 2 選択 1・2年 ○ 2

固体表面化学特論　 2 選択 1・2年 ○ 2

計算量子材料学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

機能性高分子化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

物理有機化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

無機反応化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

固体物理化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

機能材料化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

金属組織学特論　※1 2 選択 1・2年 ○

生物機能化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○

無機材料学特論　※1 2 選択 1・2年 ○ 2

ナノ分析化学特論　※1 2 選択 1・2年 ○

化学・物質工学特別講義Ａ　※1 1 選択 1・2年 ○

無機構造化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○ 2

生体高分子化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○

生物有機化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○

界面・コロイド化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○ 2

光化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○

セラミックス機能設計学特論　※2 2 選択 1・2年 ○ 2

高分子物理学特論　※2 2 選択 1・2年 ○ 2

天然物有機化学特論　※2 2 選択 1・2年 ○

材料物理学特論　※2 2 選択 1・2年 ○ 2

化学・物質工学特別講義Ｂ　※2 1 選択 1・2年 ○
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